
経
団
連
は
、
日
米
関
係
の
重
要
性
に
鑑
み
、
２
０

１
５
年
か
ら
毎
年
全
米
各
地
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣

し
、
連
邦
お
よ
び
州
の
行
政
府
・
議
会
・
経
済
界
と

の
関
係
構
築
・
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

米
国
に
お
い
て
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
も
と
、
経

済
と
安
全
保
障
を
密
接
に
絡
め
る
か
た
ち
で
政
策
や

方
針
が
次
々
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
来
年
秋
に
控

え
た
大
統
領
選
挙
を
に
ら
ん
だ
動
き
も
加
わ
っ
て
、

今
後
の
動
向
か
ら
目
が
離
せ
な
い
状
況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
経
団
連
ア
メ
リ
カ
委
員
会
は
、

政
策
の
立
案
・
実
現
の
中
心
的
役
割
を
担
う
連
邦
議

員
お
よ
び
連
邦
行
政
府
と
の
直
接
対
話
を
通
じ
て
、

米
国
経
済
社
会
へ
の
日
本
企
業
の
貢
献
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
と
と
も
に
、
通
商
政
策
等
に
関
す
る
わ
が
国
経

済
界
の
考
え
や
懸
念
に
対
す
る
理
解
を
醸
成
す
る
べ

く
、
会
員
企
業
１２
社
延
べ
３０
名
の
参
加
を
得
て
、
９

月
１６
日
と
１９
日
の
２
日
間
、
日
米
財
界
人
会
議
を
間

に
挟
ん
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
を
訪
問
し
た
。

通
商
拡
大
法
２
３
２
条
に
基
づ
く

自
動
車
等
の
輸
入
制
限
の
回
避
を
要
請

米
国
商
務
省
が
５
月
、
通
商
拡
大
法
２
３
２
条
に

基
づ
き
、
外
国
か
ら
の
自
動
車
・
自
動
車
部
品
の
輸

入
を
国
家
安
全
保
障
上
の
脅
威
と
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
判
断
し
た
こ
と
は
、
日
本
や
欧
州
を
中
心
に
世

界
各
国
に
懸
念
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
同
条
に
基
づ

く
日
本
か
ら
の
自
動
車
等
へ
の
輸
入
制
限
の
取
り
扱

い
は
、
日
米
貿
易
協
議
に
お
け
る
わ
が
国
産
業
界
に

と
っ
て
最
大
の
関
心
の
１
つ
で
あ
っ
た
。

連
邦
議
員
と
の
懇
談
の
場
で
は
、
自
動
車
産
業
を

は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の
日
本
企
業
が
投
資
や
持
続

的
な
雇
用
を
通
じ
て
、
米
国
の
経
済
社
会
に
貢
献
し

て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
日
本
の
自
動
車
・
自
動
車

部
品
の
輸
入
は
米
国
の
国
家
安
全
保
障
に
と
っ
て
脅

威
た
り
得
な
い
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
説
明
し
た
。
そ

の
う
え
で
、
日
本
の
自
動
車
等
の
輸
入
を
制
限
す
る

こ
と
は
、
む
し
ろ
、
米
国
の
消
費
者
に
不
利
益
を
及

ぼ
し
、
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
み
な
ら
ず
、
幅

広
い
産
業
の
投
資
意
欲
を
減
退
さ
せ
る
こ
と
に
な
る

と
の
懸
念
を
伝
え
た
。

い
ず
れ
の
連
邦
議
員
か
ら
も
、
日
本
企
業
の
貢
献

に
対
す
る
高
い
評
価
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
輸
入

制
限
措
置
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
懸
念
に
対
し
理
解

が
示
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
自
動
車
関
連
を
中
心
に
、

多
く
の
日
系
企
業
が
進
出
す
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
の

ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ワ
ロ
ー
ス
キ
ー
下
院
議
員（
共
和
党
）

か
ら
は
、「
自
動
車
等
へ
の
輸
入
制
限
措
置
を
実
施

し
な
い
よ
う
に
求
め
る
１
４
９
名
の
超
党
派
の
議
員

に
よ
る
書
簡
の
取
り
ま
と
め
を
自
身
が
主
導
し
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
、
ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー
通
商
代
表
、
ロ

ス
商
務
長
官
へ
直
接
働
き
か
け
る
な
ど
、
で
き
る
こ

と
を
何
で
も
行
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
も
何
で
も
行

う
」
と
の
発
言
が
あ
り
、
大
変
心
強
く
感
じ
た
。
実

際
、
ワ
ロ
ー
ス
キ
ー
議
員
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
面
会

し
た
直
後
の
１０
月
に
も
、
通
商
拡
大
法
２
３
２
条
に

基
づ
く
鉄
鋼
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
品
へ
の
追
加
関
税

に
つ
い
て
、
適
用
除
外
手
続
き
の
改
善
を
求
め
る
書

連
邦
議
員
・
行
政
府
と

通
商
政
策
を
中
心
に
意
見
交
換

副会長
アメリカ委員長
トヨタ自動車副会長

―
―

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
派
遣

アメリカ委員長／東京
海上ホールディングス
会長

はやかわ しげる

早川 茂
ながの つよし

永野 毅
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簡
を
ロ
ス
商
務
長
官
や
連
邦
議
会
首
脳
部
に
対
し
て

送
る
な
ど
、
日
米
産
業
界
の
た
め
に
精
力
的
に
働
き

か
け
続
け
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
た
い
。

中
国
の
構
造
的
問
題
に
は

多
国
間
の
取
り
組
み
が
必
要

米
中
両
国
に
よ
る
追
加
関
税
の
応
酬
は
わ
が
国
お

よ
び
世
界
経
済
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
両
国
の
対
立
は
激
化
と
緩
和
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
長
期
化
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

中
国
に
対
す
る
激
し
い
姿
勢
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
に

限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
議
会
で
も
超
党
派
の

支
持
を
得
て
い
る
と
聞
い
て
い
た
が
、
実
際
に
そ
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
そ
の
一
方
で
、
中
国
の
構
造
的

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
多
国
間
の
取
り
組
み

が
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
連
邦
議
員
も
い
る
こ
と
も

特
記
し
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
、
ト
ッ
ド
・
ヤ
ン
グ

上
院
議
員（
共
和
党
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
）か
ら
は
、

「
知
的
財
産
や
強
制
的
な
技
術
移
転
等
の
中
国
の
問

題
行
動
に
つ
い
て
は
、
日
米
欧
や
Ｇ
７
、
Ｇ
２０
が
協

力
し
て
対
処
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
の
発
言
が
あ
っ

た
。米

国
に
お
け
る
機
微
技
術
管
理
強
化
に

関
す
る
懸
念
を
表
明

米
国
は
、
主
に
中
国
を
念
頭
に
、
機
微
技
術
の
国

外
へ
の
流
出
等
へ
の
懸
念
か
ら
、Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｒ
Ｍ
Ａ（
外

国
投
資
リ
ス
ク
審
査
現
代
化
法
）と
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ａ（
輸
出

管
理
改
革
法
）を
制
定
し
、
対
米
投
資
お
よ
び
輸
出

管
理
に
関
す
る
規
制
を
強
化
し
つ
つ
あ
る
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ（
国
家
経
済
会
議
）の
ロ
ビ
ン
・
コ
ル
ウ
ェ

ル
大
統
領
特
別
補
佐
官
と
の
懇
談
に
お
い
て
は
、
投

資
お
よ
び
輸
出
を
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、

機
微
技
術
の
流
出
を
防
ぐ
と
い
う
安
全
保
障
政
策
上

の
目
的
は
十
分
理
解
す
る
一
方
、
管
理
強
化
に
あ
た

っ
て
は
、
安
全
保
障
と
経
済
発
展
の
バ
ラ
ン
ス
を
図

る
べ
き
と
訴
え
た
。
具
体
的
に
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ａ
の
管

理
強
化
の
対
象
範
囲
が
限
定
的
で
な
い
場
合
、
グ
ロ

ー
バ
ル
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
し
て
い
る
企

業
の
研
究
開
発
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
阻
害
さ
れ
る

と
の
日
本
の
経
済
界
の
懸
念
を
説
明
し
た
。
コ
ル
ウ

ェ
ル
大
統
領
特
別
補
佐
官
か
ら
は
、「
い
ず
れ
に
つ

い
て
も
理
解
す
る
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

機
微
技
術
管
理
の
ル
ー
ル
づ
く
り
に
お
い
て
は
日
米

双
方
の
産
業
界
か
ら
の
イ
ン
プ
ッ
ト
が
必
要
で
あ
る

と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
。

今
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
実
質
１
日
半
と
い
う
限

ら
れ
た
日
程
で
は
あ
っ
た
が
、
政
策
の
直
接
の
当
事

者
で
あ
る
連
邦
議
員
お
よ
び
政
権
幹
部
と
、
わ
が
国

経
済
界
の
置
か
れ
た
現
状
を
踏
ま
え
、
率
直
か
つ
具

体
的
に
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
、

わ
れ
わ
れ
と
問
題
意
識
・
懸
念
を
共
有
す
る
の
み
な

ら
ず
、
す
で
に
具
体
的
な
行
動
を
起
こ
し
、
ま
た
、

そ
う
し
た
行
動
を
将
来
に
わ
た
っ
て
継
続
す
る
意
思

を
明
確
に
す
る
連
邦
議
員
が
現
に
存
在
す
る
こ
と
に

意
を
強
く
す
る
と
と
も
に
、
今
回
の
よ
う
な
理
解
活

動
を
地
道
に
続
け
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
あ
ら
た

め
て
感
じ
た
。
ま
た
、
連
邦
議
員
の
行
動
の
背
景
に

は
、
投
資
・
雇
用
を
通
じ
た
良
き
企
業
市
民
と
し
て

の
日
本
企
業
に
よ
る
米
国
経
済
社
会
へ
の
貢
献
が
あ

る
こ
と
を
、
各
議
員
か
ら
繰
り
返
し
聞
か
れ
た
感
謝

の
言
葉
か
ら
再
確
認
し
た
。

今
後
も
全
米
各
地
へ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
派
遣
や
Ｎ
Ｇ

Ａ（N
ationalG

overnors
A
ssociation：

全
米
知

事
会
）会
合
へ
参
加
す
る
と
と
も
に
、
来
日
す
る
米

国
の
要
人
と
の
交
流
・
対
話
を
継
続
し
、
日
米
経
済

関
係
の
さ
ら
な
る
強
靱
化
に
努
め
て
い
き
た
い
。

ワロースキー下院議員（中央）

コルウェルNEC（国家経済会議）
大統領特別補佐官（右）
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